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平成 27 年 3 月期の連結業績予想及び期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 26 年 11 月 19 日に発表いたしました平成 27 年 3 月期の連結業績予

想、及び期末配当予想を下記のとおり修正いたします。 

 

 

記 

１．連結業績予想の修正について 

 

(1)平成 27 年 3 月期の連結業績予想の修正（平成 26 年 4月 1 日～平成 27 年 3月 31 日） 

 
経常収益 経常利益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益 

前回発表予想  （Ａ） 43,627 億円 2,300 億円 1,200 億円 194 円 95 銭 

今回修正予想  （Ｂ） 46,900 億円 2,870 億円 1,360 億円 220 円 94 銭 

増  減  額（Ｂ－Ａ） 3,273 億円 570 億円 160 億円 － 

増  減  率 7.5％ 24.8％ 13.3％ － 

(ご参考)前期実績 

（平成 26 年 3月期） 
43,627 億円 1,902 億円 934 億円 150 円 58 銭 

（注）経常収益については予想値を開示していないため、上表の経常収益の前回発表予想（Ａ）には

前期実績数値を記載しております。 

 

(2)業績予想の修正理由 

法人税率の引き下げに伴う繰延税金資産の取崩により、当期純利益への影響が約△260 億円あっ 

たものの、国内損害保険子会社において、発生保険金が前回予想を下回る見込みとなったこと及び 

資産運用損益が前回予想を上回る見込みとなったことに加え、海外保険子会社の業績が前回予想を 

上回る見込みとなったことなどから、経常利益及び当期純利益を前回予想から上方修正するもので 

あります。 

 

 

 

 

 

 

 



（参考） 

   三井住友海上火災保険株式会社（単体）の平成 27 年 3月期の業績予想 

 正味収入保険料 経常利益 当期純利益 

前回発表予想  （Ａ） 14,420 億円 1,300 億円 780 億円 

今回修正予想  （Ｂ） 14,460 億円 1,710 億円 890 億円 

増  減  額（Ｂ－Ａ） 40 億円 410 億円 110 億円 

増  減  率 0.3％ 31.5％ 14.1％ 

(ご参考)前期実績 

（平成 26 年 3月期） 
13,845 億円 1,019 億円 580 億円 

（注）正味収入保険料は、三井住友海上火災保険株式会社の独自商品である自動車保険「もど

リッチ（満期精算型払戻金特約付契約）」の払戻充当保険料を控除したベースで記載してお

ります。 

 

   あいおいニッセイ同和損害保険株式会社（単体）の平成 27 年 3月期の業績予想 

 正味収入保険料 経常利益 当期純利益 

前回発表予想  （Ａ） 11,560 億円 530 億円 390 億円 

今回修正予想  （Ｂ） 11,610 億円 690 億円 395 億円 

増  減  額（Ｂ－Ａ） 50 億円 160 億円 5 億円 

増  減  率 0.4％ 30.2％ 1.3％ 

(ご参考)前期実績 

（平成 26 年 3月期） 
11,446 億円 278 億円 131 億円 

（注）上記単体業績はパーチェス差額等の調整を行う前の数値となっております。 

 

２．期末配当予想の修正について 

 

 (1)期末配当予想の修正内容 

 年間配当金 

 第 2四半期末 期末 合計 

前回予想 

（平成 26 年 5月 20 日発表） 
 29 円 00 銭 58 円 00 銭 

今回修正予想  36 円 00 銭 65 円 00 銭 

当期実績 29 円 00 銭   

前期実績 

（平成 26 年 3月期） 
28 円 00 銭 28 円 00 銭 56 円 00 銭 

 

 (2)期末配当予想の修正理由 

当社の資本政策においては、１株当たりの配当水準の安定性維持を基本とし、収益力をさらに高

めて中期的に増配基調を目指しており、中期的にグループコア利益の 50％を目処に、配当と自己株

式の取得により株主還元を行うことを基本方針としております。この方針に基づき、当期の業績予

想及び今後の業績動向の見通しを踏まえて、期末配当金の予想を前回予想の１株当たり 29 円から 7

円増配し、36 円に引き上げることといたします。これにより当期の年間配当金につきましては、実

施済みの中間配当金 29 円と合わせて１株当たり 65 円となる予定です。 

 

（注）グループコア利益は、当社グループ全体の経常的な収益力を示す当社独自の指標であり、連結当期純利 

益を基礎に、長期保有目的の株式売却損益等の臨時的な損益を控除するなどの加減算を行うことにより算 

出しております。 

 

＊ 上記業績予想及び配当予想については、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び一定の前

提に基づいて作成したものであり、実際の業績等は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる

結果となる可能性があります。 

 

以 上 


